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暴言も激減した。言葉遣いについても ｢Aさん、今の言葉遣い。｣ と言うだけで ｢ごめんなさい。｣ と言
い、言い直しするようになった。
また、信頼できる友達が宿題や授業中に勉強に取り組む姿勢を見て、｢2 学期は欠点を取らないよう
に勉強しないといけない。｣ と勉強にも少し意識を持ち出してきた。1 学期は個室へ行くことは一度も
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なかった。
5．考　　察
保護者からAさんの状態について話があり、どのようにサポートすれば良いかを話し合い、学年で
の支援体制を整え実践を進めてはいたが、保護者からの要望で生徒たちにはAさんの状態については
話をしていなかった。そのため、サポート当初は生徒からは担任への不満の声が出てきて、｢なぜ、A
さんだけ良くて、自分たちはだめなのか。｣「同じことをしてもAさんは怒られないのに自分たちは怒
られるのか。｣ と、クラスがまとまらない時期があった。クラスに落ち着きがないと、Aさんも落ち着
かず、教室から出て行き、個室で落ち着いてから戻ってくることが多くなった。新学年になり周りの生
徒も成長しAさん自身を理解しているようで、今ではAさんがストレスを溜めパニックになりそうな
時には、声かけをしたり、落ち着くような雰囲気をクラスで作れるようになり、教室から出て行くこと
もなくなった。信頼できる友達ができ、クラスでの居場所がAさんにとって安全で安心できる場所へ
と変わってきた。
サポートについて良い方法だと考え、Aさん自身の問題行動が起きないよう「ねぎらい」の言葉かけ
をしても、クラスにはたくさんの生徒がいる。新クラスでは、クラスの生徒たちにも「ねぎらい」の言
葉かけをし、生徒たち自身もお互いに声かけをできるようになった。また、指導をする中では他の生徒
と同じように怒るようにしたことで、Aさんも周囲の状況を少しずつ読み取り感じることができるよう
になり、集団行動への困難さが目立たなくなった。
療育的支援が必要である生徒も必要でない生徒も、学校生活での子どもたちの関係は同じである。大
人の考えだけでの特別な配慮は療育的支援が必要である生徒を孤立させる原因にもなりかねない。一人
ひとりの発達段階における成長の特徴を教員がしっかり把握して、療育的支援が必要である生徒だけで
なく、クラス全体に言葉かけをしながら指導していくことが大切である。
6．まとめ
発達障害のある子どもに対する特別支援教育は、幼稚園から高校まで、すべての学校に求められてい
る。しかし、Aさんのような事例に対応してきたとは言え、学校全体としての対応は、あまり進んでい
ないのが現状である。
文部科学省の発達障害の子どもの実態把握についての調査結果1）によると、小・中学校では96％把握
できているのに対し、高校では63.6%（公立71.0%、私立41.6%）であり、把握内容もあまり正確ではない。
高校での対応の遅れには、義務教育ではないという意識が強く、勉強についていけないのは本人の責任
という考えが大きいからであろう。そのため、文部科学省では「高校における発達障害支援モデル事業」
を開始し、社会的自立を図るための就職支援だけでなく、進学校をモデル校とし発達障害のある生徒へ
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の大学進学のための支援も行われている。実際、東大などの国公立大学でも、発達障害のある学生が毎
年入学し増加傾向にあるようだ。
本校でも、成績は良いが、友達とのコミュニケーションに問題を抱えている生徒や人間関係が苦手で
友達関係を維持することに悩み、情緒面で不安定になる生徒は少なくない。現在行っているような学力
面や学習面で課題を抱えている生徒の支援だけでなく、学力は高いがコミュニケーションを取るのが苦
手であったり、情緒的に不安定になる生徒への特別な支援の必要も出てくるであろう。
幼稚園から入学し高校を卒業するまでの15年間、本校で学び成長していく中で年齢や性格によって
障害の現れ方も違い、学校生活の中で困難なことや苦手なことも一人ひとり違う。幼児・児童・生徒た
ちの様子から早期発見し、保護者とともに相談しながら、幼児・児童・生徒が安心した環境できちんと
学習し、社会に出ても生活をしていけるような対応や援助が必要である。
そのためには、教員全員が専門的な知識を身につけ、療育を必要とする幼児・児童・生徒を理解し、
一人ひとりの特徴に応じて適切な対応・援助ができるよう準備をして行くとともに、保護者が安心し信
頼を持って子どもの相談ができる環境にしていかなければならない。
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